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第3章 まちづくりの理念・まちづくりの目標 

 

1. まちづくりの理念 

第三次鬼北町長期総合計画において、これからも子どもから高齢者まで、全ての人が心豊かに、互いに

支え合いながら暮らしていけるまちづくりを目指していくための本町の将来像として、「きほく／きおく にのこる

まち」を掲げています。 

本計画においては、まちづくりの視点からこの将来都市像の実現を目指します。 

図 3-1 第三次鬼北町長期総合計画における将来都市像 

資料：第三次鬼北町長期総合計画 
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2. まちづくりの目標 

2-1. まちづくりの基本的考え方 

本町では、令和27（2045）年に人口が5,506人になると予測（社人研推計）されていますが、人

口減少や高齢化に対して対策を講じなかった場合、非効率な市街地が形成され、生活利便性の低下な

どの事態を招くおそれがあります。このことから、人口減少下においても生活利便性を確保し、高齢化の進

行に対応した安全・安心の住みよい生活環境を確保するため、「市街地」「田園集落」「自然環境保全」の

ゾーンで構成したまちづくりを進めていくことが重要です。 

 

2-2. まちづくりの基本目標 

将来を見据えたまちづくりを進めるため、町が有する豊かな自然や歴史・文化を大切にしつつ、これまでに

形成された市街地・集落地の特性をいかしていきます。また、まちとしての価値や魅力を高め、持続的に発

展していくことを目指し、高齢化が進行しても安心して生活ができ、暮らしの質が向上し、「住み続けたい」、

「移り住みたい」と思える都市づくりを展開します。 

 

 

● JR 近永駅周辺や鬼北町役場周辺における拠点機能の強化と魅力創造（中心拠点） 

● 国道・県道沿道における商業機能の確保 

● 農村地域・郊外部、周辺自治体との移動・連携を支える交通ネットワークの維持・充実 

 

 

● 国道沿道における生活利便機能の維持・確保 

● コンパクトな市街地の形成と公共施設の適正配置 

● 市街地内の生活利便性を支える交通手段の維持・確保 

● 災害対応力を高める市街地の形成 

 

 

● 地域コミュニティや交流活動の拠点となる場を形成（地域生活拠点） 

● 自然環境や地域固有の歴史・文化資源とふれあい、魅力を伝える交流人口拡大の拠点 

（観光交流拠点） 

● 豊かな自然環境、農村環境を生かした魅力ある住環境の確保 

 

 

 

基本目標１：広域の交流を支える拠点・ネットワークを形成 

基本目標２：生活機能と公共交通が一体となった利便性の高い市街地を形成 

基本目標３：農村地域・郊外部における暮らしを守り、魅力を創造 



 

 

 

 


